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絹織物には生糸の弾性や可塑性などの性質をたくみに
利用 したものが多<.経験的につみ重ねられた様ノマの加
工により個々の織物に独特の笠かな風合い，すぐれた保
温14.若心地の良さ，優雅な光沢と色調などがみたされ
ている。
しかし洗浄時に加わる機械カあるいは化学的作用によ
り絹織物の特性が大きく左右される欠点を有している1て
洗浄による絹織物の劣化現象は他繊維の織物に比し.起こ
りやすし圧縮弾性ならひ・に圧縮性疲労もその例外では
ない。圧縮率や圧縮弾性は織物の風合い.含気量，保温
性や，衣服の形くずれなどと密接な関係があり，種々の
要素の物理的特性が包含きれているが，絹織物特有の柔
かさの感じを表現するための一つの主なる要因にもなる
のと思、われる。
ドライクリ ーニングによる絹織物の疲労現象としては
不適当な洗浄条件および反復して行なう洗浄などの操作，
あるいは溶剤，洗剤の穐矧などのクリーニ ング材料にそ
の原因がある。
そこで本報ではまずドライタリ一二ングに使用する液
剤および洗剤仁溶剤得度，洗浄方式，洗浄恒l数，乾燥
方式などの処理条件が絹織物の圧縮弾性ならびに圧縮性
疲労におよぼす影響について検討した結果をとりまとめ
報告する。
材料
材料としては60g(16匁)およひ'52g付 (14匁)の 2純の
の羽二1Iiと.綾織物 (94g付).フラソトクレー7・(60gイ寸).
縮緬(600gイ寸)など計5税の絹織物を使用した。
溶剤としては既報1.2，日と同様に石油系ターペン(日本
鉱業製，特ソルベント).パ-1ロルエチレン(東亜合
成製，クリーニング規裕合格品)およびト，}クロルエチ
レン (化学用試薬 1級)などを使用したヘ
(1) 
洗剤と してはニッサンゾルノンと.アルキルベンゼン
スルホン駿ソーダ塩，同アンモニウム混.同ジエタノー
/レアミン塩、ラウ リルアルコール硫椴エステルソーダ塩，
同ジエタノールアミンI孟，スパン型セスキノニオン，ノ
ニルフエノールのエチレンオキサイド10モル付加物およ
びアルキロールアミド(l: 1)などの8稀の単一の界
面活性斉IJを使用したiへ
実験方法
1 .溶剤湿度，洗浄方式，洗浄回数，乾燥方式などの
洗浄条件:既報に同じト的。
II. 圧縮ì~!tt率および圧縮率の測定 : 前田精機製織物庄
縮弾性試験機 Compressiveelasticity testerを用い，
洗浄した各絹布 (4x 4酬の 4枚重ね)の圧縮弾性率お
よび圧縮率を温度20土2'C.湿度65:t2 %の標準i!.li!，U交
状態で測定した。なお本実験ではislJ定脚面積2cm'. 初
荷重25g.最終荷重500gのもとで1分間政議して厚さ を
測定し，除重 l分後に再び初荷lfi.で厚さを測定し.次式
により圧縮掠性率および圧縮率を算出して 5回の平均値
で表わした。
to - t。
圧縮弾性事=一一---ーXI00 (%) 
to -tp 
to -tロ
圧縮率=一一一一一XI00 (%) 
10 ・初J荷重を加えたときの「与さ (mm) 
tp 紋終.(o:iif(を加えたときの!享さ (mm)
t~ :初荷量にもど したときの厚さ (mm)
実験結果およびその考察
I 溶剤の穣類が絹布の圧縮弾性ならびに圧織性に
およぼす影響について
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石油系ターペン，合成系Jマークロルエチレンおよびト
リクロルエチレンなどの3f01iのドライクリーニング用浴
膏IJを単独に使用し，規定条件下で洗浄した絹布の圧縮蝉
性率ならびに圧縮率についてみると.ヨ賢一 1のごとし
溶剤のみの洗浄を施した絹布の圧縮弾性率および圧総本
は溶剤の何一頬によらずいずれも未洗浄紛布とくらべると
低ドし.圧縮弾性率では合成系i谷荷IJ者用いた場合により
大きし圧縮率て'Ij:石油系溶剤を用いた場合により大き
く低下する傾向lが認められる。
表一 1 ドライクリーニングにおける溶剤の種類が科j布
の圧縮弾性率ならびに圧縮率におよ!ます影響
i存剤の種矧 E正縮弾性率 圧縮率
イi j曲 1硲 丙d 69.4% 18.1% 
ハークロルエチレン 68.8 19.9 
トリクロルエチレン 68.1 19.8 
{未処 理布) 71. 2 20.6 
以 布:60g付羽 二ー重A
平均fuï.の公J~誤差 . 主0.17-土0. 29
またパークロルエチレンをmぃ.;tJ二1fI.l量級物，ワ
ラット 7レープ，縮緬などの4H¥の織物を規定条件下で
洗浄し，その圧縮弾件j手および圧縮》字と洗浄に1半な うfiI
織物のj減及率などについてみると， 褒ー2のごとし紡
緬.フラ ット クレープなどの強撚糸使用織物および織*
1支の向い厚地の綾織物では羽二重めような百草地の織物に
比 し，圧縮弾性率および圧縮率の低下が大きくなる傾向
がだめられ，一方副首縦，フラットクレープ，綾織物など
では羽二ll!に比し溶剤lによる抽出物も比較的多し特に
合成系溶剤を用いた場合にその傾向が顕著に認められる。
したがって洗浄に1下なう圧縮弾性および圧縮性の低下
は織物の仕上向lおよび加工卸lや，繊維中の油精頬(ソー
~f;l 
?
キ ング~J を含む)が溶剤により一部除去され，あるいは
変位されることに関連する現象と思われる。 ドライクリ
ーニング用溶剤特に合成塩素系のパークロルエチレンの
みによる洗浄においては織物が章Lんだり，荷車平たくなっ
たり， また柔かさが失なわれた感触が強<，褒-1. 2 
の結果とかなり一致する傾向が認められる。
I 洗剤の積類が絹布の圧縮弾性ならびに圧織性に
およlます影響について
ドライクリ ーニング用洗浄!に現収最も多〈使用されて
いる界商活性斉IJとしてはアルキルベンゼンスルホン酸
ソーダ坂，同アンモニウム塩，同エタノ-)レアミン極，
戸lカルシウム!lーなどで.これについでは一自主にはアルキル
フェノールにエチレンオキサイドを結合したもの，ある
いは脂肪酸とジエタノールアミンを結合させたものが多
い。このほかアルキルスルホン酸塩とかアルキ1レサ1レフ
ェー トなどのアニオン系界商活性剤が用いられる。
そこで本実験ではまず市販ドライタリーニング用洗剤
に配合される界面活性~Jの中からラウリルアルコール硫
置をエステルソーダ塩.同ジエタノールアミン盗.アルキ
ルベンゼンスルホン駿ソーダ塩，同アンモニウム温，同
ジエタ/ールアミンtiL スパン型セスキノニオン(オレ
イン般を原料と した). ノニルフェノールのエチレンオ
キサイド10モル付加物，アルキ白'ー/レアミド(ラウリン
般を原料とした1 1のもの)などの8傾をilひ;それ
ぞれ単独に使用して洗浄した絹布の圧縮神性ならびに圧
縮率についてみると.表-3のごとくになる。
洗浄に使用する溶剤の縄類によっても多少異なるが，
一般にアルキルベンゼンスルホン椴ジエタノールアミン
塩，ラウリルアルコール硫殴エステルジエタノ ールアミ
ンt孟，アルキロールアミドなどのジエタノ ールアミン塩;
ならびにその付加物を用いて洗浄した紺市では圧縮弾性
率ならびに圧縮率が洗浄前の絹布に比しかなり低下し，
弾性が失なわれて多少湿った感じをうえる傾向が認めら
表-2 織物の樋駕iと圧縮弾性率ならびにJ:f給率ーとの関係(ノ、ークロルエチレン使月J)
t先 i下 li[ i光 i下 後 織物 m!tt 
織 f却
J:正針。弾tt司' Lt紡率 I五紡~IH生中 圧縮率 の減:¥d'事
~~ 重 (60g付) 71.2% 20.6% 68.8% 19.9% 0.1-0.3% 
絞 総 物(9-19付) 77.U 41. 3 73.1 36.4 0.4-0.6 
7ワ y トタレーフ (60g付) 77.4 38.1 71. 8 32.5 0.6-0.7 
結 緬 (600g付) 79.5 50.8 69.2 45.0 0.5-0.8 
平均値の公}1:~g: ェ0. 22ー 土 0.35
(2) 
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表-3 ドライタリ ーニ ングにおける界面活性剤の種類が~IJ布の圧縮弾性率ならびに
圧縮率におよI;f.'す影響
界而活性剤の価額
7 ル キル ベンゼンスルホン 自主 ソーダ泌
4シ 4シ アンモニウム嵐
。 e シエテノーJレアミン越正
ラウリルアルコール fi[酸エ λ テルソーダ1.l
今 " シエタノールアミンJM
ス ノf ノ ~七 ス キ / 一 オ J 町-
ノニルフェノールのエチレンオキサイド10モルft加4相
アルキロールアミ ド (1 1) 
れる。
( 米 処 I型 1; ) 
試 布 :60g H羽二重B
平均値の公算誤差::tO. 14-::0.26 
また圧縮弾性率についてみると，スバン~~セスキノニ
オン.アルキルベンゼンスルホン厳アンモニウム温を用
いて洗浄した綿布では洗浄前の絹布と大差のない値を示
し，合成温紫系のパークロ Jレエチレンを溶剤とした場合
にはこのほかノニルフェノ -1レのエチレンオキサイド10
モル付加物を用いて洗浄した絹布でも同様にすぐれた値
を示すことが認められる。
一方庄前i仕事についてみると溶剤の同矧によらずスルホ
ン酸2アニオン界蘭活性剤を用いて洗浄した絹あーでは洗
浄前の*iHIiに比絞的i!ぃ他を示す傾向が認められる。
このよ うにドライクリーニング時に使用する界而活性
剣は総!布の圧縮知性ならびに圧縮性などにかなリ大きな
関連を符しており，圧縮州'Mーでは絹布に対する吸着量の
少ないスパン引セスキノニオン，アルキルベンゼンスル
ホン般アンモニウム猛，ノニルフエノールのエチレンオ
キサイ ド10モル付加l物なとの界I函活性向lを用いて洗浄し
た絹布が大きく ，逆に吸:r1誌の多いラウ リルアルコ -1レ
硫酸エステルジエタノーJレア ミン塩，ア Jレキ lレベンゼン
スルホ ン駿 ジエタノ -1レア Eン温，アルキロールア ミド
などの界l偏活性剤を用いて洗浄した絹布では洗浄前の絹
布に対しかな q低下する傾向が認められる。しかし圧縮
性では界lfo活性剤の吸才fI1に関係なくス/レホン円安問アニ
オン界而活性知lを用いて洗浄した絹布l;t洗浄仰の絹布に
比較的近い{直を示し.柔かい感触を与える傾向が認めら
れる。
絹織物にあ っては常にその風合いが重要悦されるので
(ち)
石油 i富舟l ハークロ1レエチレン
圧縮弾性率 If縮率 圧縮5単位，~ 圧絹iヰi
58.5% 21. 0% 57.7% 19.9% 
61. 5 19.8 62.6 20.0 
53.9 19.4 55.7 19.9 
59.0 18.5 60.3 18.8 
56.8 18.9 55.0 18.2 
63.0 18.0 61. 0 17. i 
5i.5 18.1 62.2 17.1 
56.6 17.6 57.2 17.8 
圧縮5単位指 :62.0% 圧紛市 :20.1% 
他繊維の織物のように洗浄時にl倣消される界l釘活性斉IJ量
を加減して簡単に風合いの向上を計ることができず，む
しろ黄変などの欠点現象をひきおこす不都合な面が多い。
したがってm織物の洗浄時にはできるだけ界雨前ifE剤が
吸着されないようにし，特に充分なすすぎを地すことが
必弓喜と，思われる。
日I 溶剤温度が綿布の圧縮号単位ならびに圧縮性にお
よlます影響について
有r由系ターベンおよび作成嵐~系パ-7 ロルエチレン
を用いて J%チャージ方式により洗浄時の溶剤温度をRH
70%以下.RH75%およびRH85%の 3 極の状態に凋~し.
規定条件下で洗浄した絹布の圧紡神性率ならびに圧縮率
についてみると，表-4のごとし 石油系ターペンを用
いた場合には溶剤iM皮が精宇と圧縮~ql性率が低下し，圧
縮率が沖1すMr;，]が認められるが.介成溢ヨミ系バークロル
エチレンを用いた場合にはi整にi&titli温度がI曽すとl五紡弾
性率が榊し，圧縮率の低下する傾向が認められる
このように洗浄時の溶剤沼伎による綿布の庄*liiij~l怜lf\
ならびに圧紡Jがの変化は溶剤lの世~'1IPや，絹布に対する洗
剤'1の界而活性tiJの吸着lJゃ.溶剤温度による紛布の収
縮性や， 務責lJr.ijの目見目旨カの相i!tiや i符titJ'Pに含まれる 2
次的成分(ドライ 7リーニンゲ胤絡品のバークロノレエチ
レンには安定商IJとしてエタノールアミン，プロバノール
ア Eン， ジプチルアミン煩，チモール誘導体な どが添加
されており，洗浄時に絹布にO}.泊される)の倒i主などに
)}5因するものと思われる。
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表-4 洗浄時のj谷剤温度が紛布の圧縮F単位惑ならびに庄総;率
におよぼす影響
石 i出 ?容 斉d パークロルエチレン
溶剤湿度
圧縮弾俄率 圧縮率 圧縮弾性恕 圧縮率
R H 70 %以下 60.6% 17.5% 65.3% 16.1% 
R H 75 % 60.6 17.3 66.9 16.2 
R H 85 % 58.1 18.5 70.4 15.8 
(未処 理布 ) 応紛'í~性率 : 71. 2% 圧縮率:20.6% 
試 布:60g付羽二重A
平均値の公算誤差土0.14-土0.27
W 洗浄方式が綿布の庄繍弾性率ならびに圧縮率に
およぽす影容について
石油系ターペンおよび合成塩繁系のパークロルエチレ
ンなどの 2撞の溶剤を用い，チャージ方式(洗剤l濃度 1
%の Light charge方式と洗剤濃度4%の Strong
charge方式)ならびにササラゆけ万式(洗剤濃度10%
のブラシ紛け方式)により絹布を規定条件下で洗浄し，
ドライ 7リーニ ングに おける洗浄方式が絹布の圧縮5単位
率および圧縮率におよぽす彩警についてみると，表-5
のごとく，ササラ掛け方式で洗浄した絹布の圧縮f単位率
はチャージ方式て・洗浄した綿布より 一般に大きし洗浄
前の絹布に比しかなり布の厚きがt憎した感じを与える。
またササラ働け方式では 2分問機作の絹布に比し. 10 
分間操作の絹布の方が大きい圧縮弾性率を示し，チャー
ジ方式では 4%チャージ方式のものに比し.1 %チャー
ジ方式で洗浄した紛布の方が大きい圧縮弾性率を示す傾
向が認められる。一方博斉1)として合成滋紫系のパークロ
ルエチレンを用いると，石油系タ ーペンを用いた場合に
比し， 一般に大きい庄総弾性率を示すことが認められる。
つぎに圧縮率についてみると，ササラ掛け方式ではブ
ラシ掛けの時間を増すと大きな値を示すにもかかわらず
多少硬い感触を与える。またチャージ方式では 4%チャ
ージ方式のものに比し.洗剤濃度の低い 1%チャージ方
式で洗浄した絹布の圧縮性は多少大きくなり，洗浄前の
絹布に近い柔かな感触を与える傾向が認められる。
このようにササラ徐け方式で洗浄した絹布の圧縮f単位
が大きいのはササラ液中に含まれる水分(通常3-10%) 
が多いために水洗いの場合に近くなり，絹布の収縮がお
こりやすくなり，またプラ"'~卦けにより織物表両の単織
維が乱れて毛羽立ち引を生じやすくなるためと考えられ
る。
洗浄した絹布に対する界面活性~)の吸渚最についてみ
表-5 ドライクリーニングにおける洗浄方式が絹布の圧縮卵性率ならびに
圧縮率におよl;rす影響
洗浄時IHJt，.司よび
洗 浄 方式 溶剤の fillIi 
洗浄話~ 1ft 
2 分間1
石 idl f脊 商4
10 • 
ササラ掛け洗浄
2 • 
ノ、-7ロルエチレン
10 。
1 % 
石 i由 1容 剤
4 " 
チャ ー ジi先j争
1 φ 
ノマー クロルエチレ ン
4 • 
{未 処 理 布)
試 布:52.59付羽"':'ifr
平均値の公算総差:tO.21-土0.32
(4) 
圧給弥性Eド 圧縮率
56.9% 11.1% 
60.3 12.6 
59.3 10.9 
67.5 12.8 
53.1 11. 9 
50.8 10.9 
56.8 11.0 
53.1 10.9 
54.6 12.0 
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ると，ササラ控トけ方式のように比較的水分の多いササラ
液で洗浄した場合には洗剤中のアルキ1レベンゼンスルホ
ン酸ソーダ嵐などが多く吸着され.チャージ方式でしか
も浴剤湿度の低い液 (RH75%以下)で洗浄した場合には
洗剤l中のアルキロールアミド，アJレキルベンゼンスルホ
ン質量ジエタノールアミン溢， ラウリルアルコール硫酸エ
ステルジエタ/-)レアミン塩などが多〈吸新される。
水溶性汚れに対する洗浄効果を高めるためには水の存
夜が必要であるが， i容 ~J中の水分量は界面活性~Jの吸着
に大きな影特をおよぽし，洗浄絹布の圧縮弾性ならびに
庄縮性を左右し，風合いを乱す傾向を有するばかりでな
く，綿布の収縮も{半なって溶剤洗浄の特性が失なわれる
結果になる。
V 洗浄後のすすぎ洗いの有無が絹布の圧縮弾性率
ならびに圧縮率におよぽす影響について
石油系ターペンおよび合成庖素系のパークロルエチレ
ンなどの 2僅の溶剤lを用いて溶剤温度を RH70%に調製
し， 1 %チャージ方式および4%チャージ7ぢ式により絹
布をまず規定条件下で洗浄を行なったのち，それぞれ新
浴剤ですすぎ洗い(液比 1: 20) を砲し，すすぎ洗いの
有無が絹布の圧縮弾性率ならびに圧縮率におよt.rす影響
についてみると.表-6のごとし洗浄後に新溶剤によ
るすすぎ洗いを行なうと.溶剤lの種頬によらず絹布の圧
縮弾性率ならびに圧縮率はいずれも大きくなり，洗浄前
の絹布のJ早さに近づき，柔かい感触を与えることが認め
られる。
現行ドライクリーニングにおいては 1%チャージ方式
で洗浄した場合，すすぎ洗いは行なわれていないが 1
%チャージ方式(洗剤濃度は 1%であるが純活性剤l成分
として0.5%に相当する)といえども比較的多くの洗剤が
吸渚あるいは残留するので，絹布の風合いを損ねるばか
りでなく ，賞変，脆化な どの劣化現象や，溶剤lの汚れに
伴なう再汚染を起こしやすくなる。したがって 4%チャ
ージ方式て・洗浄する場合は当然すすぎ洗いを必要とする
が， 1 %千ャージ方式といえども洗浄後のすすぎ洗いを
行なう必要があるものと思われる。
vl 洗浄回数が絹布の圧縮弾性率ならびに圧織率に
およtます影響について
石油系ターペンおよび合成広素系パークロ 1レエチレン
などの 2径の溶剤を用い， 1 %チャージ方式によって規
定条件下での洗浄を反復し，その洗浄回数が絹布の圧縮
弾性率むらひ'に圧縮本におよばす影響についてみると，
型軽ー ?のごとく，一般に洗浄処理回数を地すと，絹布の
圧縮知性率ならびに圧縮率はともに低下する傾向が認め
られる。また溶剤のみによる反後洗浄では洗剤を用いた
場合に比し，圧縮弾性本は大きし圧縮率Ij，小さくなる。
このように反復洗浄による綿布の圧縮弾性ならびに圧
縮疲労は比較的犬きし洗1争時ijの絹布に比 し，かなリ薄
平たくなり.柔かな感触が消失する傾向が認められる。
この洗浄匝数に伴なう絹布の圧縮弾性率ならびに圧縮
率の低下には洗剤の付与5世め:lfIJ日や，浴剤lの脱A旨力など
の影特のほかに.物理的作用による紛痛の疲労もかなり
大きな影科をおよぼすものと思われる。
vn 洗浄後の乾燥条件，アイロン仕上げ温度が絹布
の圧縮弾性率ならびに圧縮率におよlます影響につ
いて
表-6 ドライク IJー ニングにおける紫洗いの有無が車i布の圧縮弾性率
ならびにほ紡率におよぽす影響
溶剤の種鎖 洗剤濃度
1 % 
石油添剤
4 
1 
ノtー クロ1レエチレン
4 
(米 処 fl 平li ) 
試 布 ・52.5g付羽二重
平鈎偵の公算誤差 ::tO. 16-:tO. 38
~ i先い IJ:紡弾性ヰ! [1: 縮率
鑑 41.6% 10.2% 
司i 53.8 10.6 
無 42.9 8.0 
u 46.2 10.0 
無 52.0 10.3 
イ1 56.1 10.9 
能 49.0 9.8 
有 5i.4 10.3 
54.6 12.0 
(5) 
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表-7 ドライクリーニングにおける洗浄回数が絹布の圧縮1単位率ならびに
圧縮惑におよぼす損益響
溶 剤 洗剤滋度 洗浄回数 圧縮弾性率 圧 結 E事
¥ 
1 % 
石
il 
7容
剤
，曳
ク l % 
ロ
JL-
エ
チ
レ
. ノ
(未処 理布)
以 布:609付羽ニ盤A
平均値の公算誤差::tO.20-土臥35
石油系ターペン必よぴ合成泡索系パークロルエチレ ン
などの 2穐の溶剤lを用L、て. 1%チャージ方式による規
定条件下での洗浄を行ない，乾燥条件の相違や，アイロ
ン仕上げの温度が綿布の圧縮j単位率なら びに圧縮率にお
よぽす膨響についてみると， 表-8のごとくになる。
まず圧縮弾性率についてみると，パーク ロルエチレ ン
を用いて洗浄した場合には石油系タ ペンに比し，一般
に乾燥処理の影響をうけやす くなって低下する傾向が認
められ，また続時間 (10分間)の熱風処理 (50-70~ )で
乾燥した絹布の圧縮郷性率は長時間室温(7日間)で乾
燥したものに比し多少大きくなる傾向が認められる。ま
たアイロン仕上げの温度が高くなるにつれて圧縮弾性率
は低下することが認められる。
一方圧縮率についてみると.まず石油系ターペンを用
いて洗浄した場合には室温で長時間風乾した絹布の方が
短時間(10分間)の熱風処理 (50-70'1:)で乾燥 したも
のよりも大きしまたアイロンの仕上げ温度が高くなる
と紛=l¥iの圧縮率は大きくなることが認められる。
しかし合成塩素系パークロルエチレンを用いた場合に
1 回
3 
5 
10 
1 
3 
5 
10 
l 
3 
5 
10 
1 
3 
5 
10 
(6) 
62.4% 15.2% 
57.9 15.1 
54.1 14.7 
55.3 14.4 
75.3 14.2 
74.9 13.6 
68.6 13.3 
69.4 13.6 
66.0 18.4 
62.1 17.3 
60.2 17.2 
60.0 16.3 
69.7 18.9 
65.8 18.7 
62.0 17.1 
60. 7 16.0 
71. 2 20.6 
ついてみると，逆に短時間で熱風乾燥し，低いt旦度て・ア
イロン仕上げを行なった綿布の圧縮率が大きくなるこ と
が認められる。
このように洗浄に使用した溶剤lの積頬により絹布の圧
縮弾性率ならびに圧縮率におよぽす乾燥条件およびアイ
ロン仕上げの極度の影響が異なるのは洗剤lの付着量や，
溶剤lによる紛タンパク質の変性などに基因するものと思
われる。
以上 ドライクリーニングにおける溶剤，洗剤などの種
類や，洗浄，仕ヒげ条件が絹布の圧縮，;j~性ならびに圧縮
性疲労におよ'l'す彩特について記し，洗浄に伴なう絹布
の柔かき."6更さの変化や，圧縮による歪の大小について
検討したが， 全般的にみて溶剤としては石油系ターベン
の使用が適している場合が多しまた洗剤としてはアル
キルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩，スパン型セス
キノニオン(オレイン般を原料とした)の使用が適して
いるが，他方賞変の発現1，2)などを考慮すると，これらの
界面活性剤1;1:必ずしも適当でない。したがってその使用
量を限定するか，あるいは他の界面活性剤を主体とする
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表-8 洗浄1去の乾燥条件、アイロン仕上げ温度が車ji布の圧紛糾i性率ならびに圧縮ホ
におよlます影響
7 イ ロ J ‘ .fi 1由 }容 M ハ-7 ロルエチレ〆
乾燥 II.~ HiJ 
1.: 1:けの 7仏1立 IJ:紛糾i性7宇 l.f和fヰE J.f*ぜi~ì!刊・ f~ υ 紺I ~.f.~ 
10 分間 120'C 71. 3% 18.1% 67.0% 19.6% 
10 分 li 150 70.2 19.7 66.7 18.0 
7 1 Ilil 120 70.3 19.1 66.3 lI.7 
{ 未処.fl11布 ) J五紙i弾f1:'i:: 71. 2% 庄針iギ:20.6% 
以布:60g H;I:I二.'f[A
i先 i1>条件 :1%ず十 --.;}j式、 20分1m、100%絞り
'1'均偵の公-P:，~，f.: : =0.21-;:0. 34
配イ干洗剤lなどL1)"1恕する必裂がある。
生糸の弾性fl(Jt't'(を極限近くまで利用したちりめん微
などの強撚糸使用織物や.生糸の可塑]件ーをたくみに和Jm
した jJ~二 i査などの織物はそれぞれ特件前iではかなり F4な
る特徴を有するので¥ー慨に溶剤l洗浄による泡条件な ど
を決めることはできないが.溶剤温度は洗浄力をできる
だけ低 Fきせない範肉でj1j;<保持し，洗剤1農j交の低い i
%チャー ジ万式をii!lぴ.洗浄後に新溶剤lによるすすぎ洗
いを行ない. 9ンプラーにより知時間で熱J!O.乾燥 (50-70
'C)し，アイロ ンft:上げの品l立は絹タンパク'nの変質を
l々仮して120'C以下を選ぶのが適当と忠、われる。
総 括
ドライクリーニングに使用する溶剤IJj;よぴ洗剤iと.そ
の洗浄条件が利i布の圧縮体件ならびにl.:f紛it全疲労におよ
ばす影響について検討した
1 )洗剤を使用することなく溶剤lのみで洗浄した絹布て
はいずれも洗浄前の絹布に比し.圧縮仇i'陀窄および圧制
7容が低下し.織物は薄ヂたくなって多少傾きを1曽す傾向
が認められる。
2 )洗浄に使用する溶剤jのや[l1ilによっても多少異なるカヘ
一般にアルキ ルベンゼンス Jレホン酸アンモニウム塩， ス
パン型セスキノニオン. /ニルフェノールのエチレンオ
キサイド10モル付加物，ラウリルアルコーJレfitJ駿エステ
ノレソーダ塩な どを用いて洗浄した絹布は洗浄白ijの絹布に
jfrぃ圧縮弾性'-t!を示し，他}jアルキルへ/ゼンスルホン
般ソーダ局長，同アンモニウム溢，同ジエタノールアミン
広を用いて洗浄した紛1tiは柔かい手触りを与え洗浄前の
絹布にi!:i:ぃ圧縮率を示すことがiZめられる。
3 )溶剤温度が地すと，石油系ターベンを溶剤とした場
(7 ) 
合には圧縮弾性率が低下してrE給率が.trlすが.合成以来
系のパークロ Jレエチレンを溶剤とした場合には逆に庄縮
5単位3本がI哲して圧縮率が低下する傾向がiZめられる。
4 ) 10分間ブラ シ併けをするササラ船け万Aならびに洗
浄濃度の低い 1%チャージ)i式て‘洗浄したキiイlilj:2分r.1J
のササラ掛け万式ならびに4%チャージ方式のものに比
し.圧縮弾性率. I正総本がともに大きしかさ 1~-:1の柔か
い感触を示す。
5 )洗浄後に新浴剤ですすぎを行なった絹布:j:すすぎを
Ij: .;;いたものに比し，圧縮。単怜'-t!ならひ1ニ1:紛i'-t!がとも
に大きくなり.洗浄前の紛布の均Iさに近づいて柔かな感
触を与える。
6 )洗浄回数が.!j<1すにつれて紛イhーの圧縮弥性・字ならびに
圧縮率がともに低下し，薄平たく硬い感触を与える。
7 ) ー般に担1 時liIJの熱風処F~で乾燥を行ない. 120 'c前
後のアイロン仕上げをした湯合には紛布のIf討i側代準な
らびに圧縮率が大きく，洗浄I甘の絹布lこil¥ 、状態を示す。
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Summarγ 
Effects of solveni and synthetic detergent used in dry cleaning and the conditions under whichcleaning 
is done， on fatigue of compressional resilience and fatigue of compressibility of silk cloth were studied. 
( 1 ) Silk cloth which was cleaned with dry cleaning solvent alone showed the trend that compressional 
resilience rate and compressibility rate lower and silk cloth becomes thin， plain and somewhat stiff com-
pared with silk cloth uncleaned. 
(2) Though the kind of solvent used， produces mOre or less different results， silk cloth cleaned with 
alkyl benzene ammonium sulfonate， sorbitan sesqui fatty acid ester， polyoxy ethylene nonyl phenyle ether 
and lauryl sodium sulphate， showed compressional resilience rate close to that of silk cloth before 
cleaning， and on the other hand， silk cloth cleaned with alkyl benzene sod山 m su Ifona te， alky I henzene 
ammonium sulfonate and alkylhenzene diethanol amine sulfonate was soft and showed compressihility rate 
close to that of silk cloth before cleaning. 
( 3 ) When solvent humidity increased， petroleum type turpen used as solvent saw lowering of compress-
ional resilience rate and increase of compressibility rate hut on the contrary synthetic used as solvent 
saw increase of compressional resilience rate and lowering of compressihility rate. 
(4) Silk cloth cleaned with 1% charge system and 10 minutes brushing method showed relatively high 
compressional resil~ence rate， compressibility rate and bulky soft touching feeling， hut silk cloth cleaned 
with brushing method saw rising feathers on the surface of the cloth. 
( 5) Silk cloth washed with water after cleaning showed large compressional resilience rate andcompress-
ibility rate and soft touching feeling with the thickness coming close to that of silk cloth before cleaning 
compared with that not washed with water. 
(6) When the frequency of c1eaning incrcases， both compressional resilience rate and compressibility 
rate lower and the cloth bccomes thin and plain and eives stiff touching feeling. 
(7) Generally， when silk cloth is dried with hot air (50-70tJ for a short time and ironed at 120'C or 
so， the compressional resilience rate and compressibility rate are large and it shows the condition close 
10 that of sil k cloth before cleaning. 
(8) 
